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２７
年
国
勢

調
査
の
結
果
か
ら
、
栃
木
県

内
の
人
口
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
栃
木
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
お
け
る
議
会
の
議
員
の

選
出
方
法
を
各
市
町
の
人
口

区
分
に
よ
る
割
り
振
り
か

ら
、
市
町
ご
と
に
割
り
振
る

方
法
に
す
る
た
め
、
規
約
を 

一 

部
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と

協
議
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

全
会 

一 

致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

　
　
　
　
　
　

歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
５
億
７
千
万
円
余
を

追
加
計
上
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
歳
出

予
算
の
補
正
に
伴
い
、
国
庫

支
出
金
、
財
産
収
入
、
市
債

を
追
加
計
上
す
る
ほ
か
、
繰

入
金
を
減
額
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

全
会 

一 

致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

　
　
　
　
　
　

地
方
税
法
の

一 

部
改
正
に
伴
い
、
個
人
市

民
税
に
お
け
る
控
除
対
象
配

偶
者
の
名
称
変
更
、
軽
自
動

車
税
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
化

特
例
の
適
用
期
限
の
延
長
、

燃
費
不
正
事
業
者
に
対
す
る

み
な
し
課
税
の
適
用
等
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

全
会 

一 

致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

　
　
　
　
　
　

東
の
杜
公
園

合
葬
墓
の
供
用
開
始
に
当
た

り
、
合
葬
墓
に
係
る
使
用
料

の
設
定
な
ど
を
す
る
も
の
。

　
　
　
　

合
葬
墓
の
埋
蔵
規

模
は
１
万
５００
体
分
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
の
程
度
の
期
間

に
わ
た
っ
て
、
焼
骨
を
埋
蔵

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　

合
葬
墓
へ
の
埋
蔵

希
望
は
年
間
２１０
体
と
見
込
ん

で
お
り
、
約
５０
年
分
の
焼
骨

を
埋
蔵
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

全
会 

一 

致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

　
　
　
　
　
　

競
輪
場
ナ
イ

タ
ー
照
明
設
備
設
置
工
事
に

係
る
請
負
契
約
を
締
結
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　

調
査
基
準
価
格

未
満
の
場
合
に
は
、
落
札
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　

調
査
基
準
価
格

と
は
、
関
係
法
令
に
お
い

て
、
適
正
な
履
行
が
保
障
さ

れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
額
と
さ

れ
て
お
り
、
失
格
の
基
準
で

は
な
い
。

　

調
査
基
準
価
格
未
満
の

業
者
が
総
合
点
数
で
他
者

を
上
回
り
、
入
札
額
が
定

め
ら
れ
た
失
格
基
準
と
な
る

額
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
に

の
み
、
ヒ

ア
リ
ン
グ

を
行
い
、

履
行
で
き

る
こ
と
が

確
認
で
き

れ
ば
、
落

札
す
る
可

能
性
も
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　

全
会 

一 

致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

常任委員会の主な審査
総
務
常
任
委
員
会

○
平
成
29
年
度
宇
都
宮
市

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

○
宇
都
宮
市
税
条
例
等
の

一
部
改
正

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

議
案
の
概
要

　
　
　
　
　
　

宇
都
宮
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
地
区
企

業
立
地
促
進
事
業
用
地
を
売

り
払
お
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

全
会 

一 

致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

　
　
　
　
　
　

多
く
の
稲
作

農
家
と
農
村
を
支
え
て
い
た

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策

に
切
り
か
わ
り
交
付
金
が
引

き
下
げ
ら
れ
、
稲
作
農
家
の

離
農
が
加
速
し
、
地
域
が
疲

弊
し
て
い
る
。
ま
た
、
３０
年

度
産
米
か
ら
は
制
度
が
廃
止

さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
稲

作
経
営
が
成
り
立
た
な
い
ば

か
り
か
、
水
田
の
多
面
的
機

能
の
喪
失
や
地
域
経
済
が
困

難
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
つ
い
て
は
、
国
民
の

食
糧
と
地
域
経
済
、
環
境
と

国
土
を
守
る
た
め
、
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提

出
す
る
よ
う
陳
情
す
る
。

環
境
経
済
常
任
委
員
会

○
財
産
の
処
分

議
案
の
概
要

委
員
会
の
結
論

陳
情
の
趣
旨

議
案
の
概
要

委
員
会
の
結
論

委
員
会
の
結
論

厚
生
常
任
委
員
会

○
宇
都
宮
市
墓
園
条
例
の

一
部
改
正

○
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
規
約
の
一

部
変
更
に
係
る
協
議

○
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
復
活
を
も
と
め
る
陳
情

議
案
の
概
要

議
案
の
概
要

委
員
会
の
結
論

栃
木
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

質　

疑

説　

明

委
員
会
の
結
論

議
案
の
概
要

委
員
会
の
結
論

意　

見

意　

見

意　

見

委
員
会
の
結
論

説　

明

▲東の杜公園の合葬墓

▲水田の様子

主
に
７５
歳
以
上
が
加

入
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
運
営
主

体
で
あ
り
、
栃
木
県
内

の
全
市
町
で
構
成
し
、

被
保
険
者
証
の
交
付
や

保
険
料
の
決
定
、
医

療
の
給
付
な
ど
を
行
う

団
体
。

　
　
　
　

所
得
補
償
制
度
に

対
す
る
声
は
ま
だ
ま
だ
根
強

く
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や

農
業
者
の
や
る
気
を
維
持
す

る
た
め
に
も
、
こ
の
陳
情
は

採
択
と
し
た
い
。

　
　
　
　

農
業
者
の
全
体
所

得
を
１０
年
間
で
倍
増
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
に
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ

ン
が
作
成
さ
れ
、
生
産
現
場

の
強
化
策
と
し
て
、
改
革
の

断
行
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
は
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で

見
直
し
が
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
り
、
制
度
の
復
活
は
妥

当
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
陳
情
は
不
採
択

と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

起
立
採
決

の
結
果
、
不
採
択
。

▲宇都宮競輪場の外観


